
Bブロックの「火」ベスト３です。

どきどきの初セッション。
あなたなら、どの作品を推しますか。
そして東工大生が１位に選んだのは・・・？

答えは作品のあとの解説にてどうぞ。









「火」本選Ｂブロック作品講評

１　フレッシュマン   5位   7ポイント

　まさにこの季節にふさわしいまっすぐな思い。さあ、燃やし
てやるぞ、というポジティヴな攻め姿勢が熱く伝わってきまし
た。大学生限定にしないほうが、より広がりを持てたのでは？

２　生命（いのち）の灯火   11位   0ポイント

　ろうそくに生命を託すという設定は、今回いくつもありまし
たけれど、これは「一番明るい時」に着目したところがユニー
クと読みました。
　ラスト１行、なくてもよいのでは？

３　僕は火を見る   4位   9ポイント

　幼時の悲しい記憶をかぶらせつつ日常の光景へ、という二重
写しのドラマ、フォントも工夫されて巧みに演出していただき
ました。

４　好奇心   9位   1ポイント

　まんま炎への語りかけ。純な子供の詩のようで、なごみま
す。でも握手できるってどんなことか、もう少し想像させて欲
しかった。

５　蝋燭   7位   4ポイント

　ひとりの男の儚い最期。シンプルに映像だけで見せていただ
きました。
　たんたんと事実のみなので、どう感興を乗せるか、ちょっと
苦労しましたけど。

６　「火」   8位   2ポイント

　火＝人間、水＝地球と置き換えて論理構成したアイディアは
よろしいかと。
　けれど、比喩によって論理をまとめることはできても、相手
を説得するのはやはりむずかしく、ことわざを論拠にしたりと
苦しい論理展開に見えてしまいました。
　真剣な意図をきっちりくんで惜しい作品に選んでくれた班が
３つも。今週の「惜しい大賞」です。



７　四面楚歌   5位   7ポイント

　巨大インパクト！
　タイトルでオチを付けたワザもおみごとでした。

８　火と煙   11位   0ポイント

　うーん、敢えてリクツっぽくしたのでしょうけれど、得心す
る展開には読めなかったです。辞書の定義をからかおう、とい
うアイディアは、もう一工夫するとおもしろくなりそうなネタ
なのですが。

９　火を思う日   1位   25ポイント

　あ～あ。焦げた豚肉をあとに、しょんぼり食事にでかける光
景がユーモラスで、前半の大上段の議論との落差がおみごと。
　なるほど、まじめに書き始めて途中で路線変更という楽屋裏
でしたか。かえってそれがネタ一辺倒より力になったのかも。

　丸文字フォントのネタ作品が首位、おめでとう！　
と祝福しつつ、う～むう～む今年のBブロックはこの路線で行
くのかぁ!?

１０　炎は照らす   3位   15ポイント

　たいせつな思い出の１ページ、読ませてもらえた気分です。
みごとな盛り上がりが、炎の熱さともども伝わってきて、炎に
揺れる仲間の笑顔、くっきり体感できました。実話の強さあり
あり。
　で、女の子は？？
　「脱ぐしかない」のインパクト等が６つもの班でヒットし

て、みごと今週のイチオシフレーズ大賞ゲットです。おめで
とう。

１１　火男   2位   19ポイント

　ひょっとこに行った発想の巧みさと語り口の個性が良さと読
みました。
　説教もほどほどに、というさじ加減が好印象で、楽しけ
りゃ、それでいいさ、というひょっとこ哲学がしっかり伝わっ
てきました。

１２　夏の火   9位   1ポイント

　景気のよい花火にロスト・ラヴを重ねたミスマッチ感が個性
でした。
　涙雨気分、せつなく今週の読み納め、ということで。




